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は じ め に
地球上の生物には,体内時計 (生物時計)があり,私たちの体内にある総べての生体機能
には特有のリズムがあり,それらの間には深い関わ りがあることは周知のことである｡
















































結 果 ･考 察
1. 対象児の年令構成と家族構成





表1 家 族 構 成 員
* 一家族平均 4.61人
2. 起床時刻 ･目覚めの状況 ･年令の関係
表2 起床時刻 .目覚めの状況 ･年齢の関係
73
A群 :自律起床 B群 :1-2回起される C群 :なかなか起きない
6:00- 6:30- 7:00- 7:30- 8:00-
図1 起床時刻と年齢 (%)













































4. すいみん (睡眠時間)･目覚めの状況 ･年令の関係
表 4 睡眠時刻 ･目覚めの状況 ･年齢の関係
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分･未満で27.8%,150-180分未満で7.5%,180分以上で 10.1% の割合で,一 日150分までの
視聴時間では年齢差がなく,わずかに4才児で長時間視聴者が少なかった｡
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図5 睡眠時間と年齢別
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図6陸ヨ民時間の長さと目覚め状況 (%)
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